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天理教教理史断章（111）

勢山文書 ②「おさしづ」の写し翻刻
	 おやさと研究所員

安井　幹夫　Mikio Yasui

さて、近愛、北野文書のおさしづ写本を翻刻してきた流れを
受けて、勢山文書としてのおさしづ写しの翻刻を試みることに
する。おさしづ写しの流れを考える資料の一つになるという見
込を立てている。なお、翻刻順序は、最初に綴じられていない
もの３件。次いで、冊子になっているもの。それらは最初の年
月日の順としておく。

最初は、２枚の用紙にかかれていたもの。綴じられてはいな
い。

明治三十一年十二月三十一日　旧十一月十九日　午後二時頃こ

くげん御咄し

ウンへさあへウンへ　をなし咄しかけるへ　咄しかけ

るて　皆そろふてかへつて　さあへ古いものへ　つれかへ

つてへ　さあ一時咄しする　どんな事でも咄する　よふきゝ

わけてくれ　とんな者もこんな者も　古い者つれかへつたへ

なあへ古い事やけどへ　咄しする　そんな事わ年限たてず

なんで有たやろ　こんな事かへ　そふゆう事であつたかへ　そ

ふやつたか　三十年のうゑになるやろ　三十六年以前にハさき

と思ふていたのに　なんとかゑないなあ　そのしぶんは　ゑへ

と思ふていた　もとへハなあ　どこのぼふすやらわからん者

が　かど口さして　あばれをつてへ　どふしよやしらんと思

ふたるも有たなあ　そら六月頃や有たな　其時の事を思へば　

ゆめみたよふな事ニなつたなあ　ゑらい事になつたな　それ迄

みんなよつてこつて　思よふて立た事あつたなあ　皆とんなつ

らい事もあつたな　其時のことを思へば　今日はゑんりよする

事ハいらん　気かねする事わいらんで　古い事ハ咄しのよふな

もの　皆きいているものハよい　きいていん者にハたよりない

よふなもの　されとも道ハをかんなれは　世界さかん　世界さ

かんといふハ元か有からや　元を思へばゑんりよふいらんが

へ　是迄毎夜へ神の咄しニしてある　してあつても其時そ

ふと思ふたけ　さふいむもんもあつたなあ　もふよあけやでな

とりがないた事もつたなあ　そふやつた　とんてもない事あつ

たなあ　其時とんなことも　とふてもろたんでつた　やがてき

よふはゑりよせんならん人間ハない　六月頃の咄し　ほふづき

よつたのが　あら古い事　たゝみゑかたなを　ぬきやがつて　

ぐさつとさしよつた事もあつて　どをしよふなあ　こふしよふ

やなあ　そのときの事第一思ふ　わしも思いちかいしたわい　

それでとふもならん　そんな事　今思たてならんへ　わしも

ついて　ますへまあなごふ思いなされ　古い咄しきいてもら

いたい　今夜ちよつとよつて　一寸あつまつて　一寸咄しする

ことばから　かんじおこしてくれバよい　かんじねば　とても

へ長い事勤められん　こんな事今夜そんな事　まだへよわ

つたとゆう事ハ　かを色ニも出しておくれな　もふわしもてま

すわい　をいへ咄しするから　皆すんでくれたらよい　ほん

になるほどと　おさまりたらよい　これハいつもの事やと思て

いてハ　とんな心ぱいせんならんやらしれんで　是だけ一寸咄

し　さかんへ待ちかね　さいしよふハ　どふしよにもにも　

こふしよふにもてけなんだ　今ハとんな事でもしよふと思たら

てける　世界からとんなものでも出てくる　三十年あとの神の

咄し　三十年以らい　とんなものでてきても　あたゑるものも

ない所　大工といふてふせた事　卅五年以前より　柱にしてつ

れてとふりてひらいた道　此里ハ是迄といた事ハない　家内ふ

せこんだへ　なにもしらん者から　とひこんだへ　是おさ

まりたら　席ハあの位有ものかが　日々どふせんならん　此咄

しあるなれど　身上せまり　神の咄しもある　しゆんへふか

い咄しする　是はうゝかりしてハゐられんで　ゆめにもつたへ

たる　又さしつにしらしたる理ハ一人かぎり　聞きわけ　しや

んせにやならん　なかへの里であるへ　心てハとふこふ思

ていて　心でうつした処が　しんの心におさまらにやあんしん

ならん処ある　どれ丈の事してもあんしん　ことば一ツの理で

なりてくる理聞わけ　さいしよハ　もふへさふいへ　もふ

よほどおそいやろなあ　もふほとのふ鳥がなくやろふなふとい

うた事もある　とふもならんところ　今ハ十分すみなけれバす

み　しばなけれバしば　ふじゆなきよふ　此おちつくばしよふ

しやんせ　きものくいものはかりをたのしみ　咄しからたのし

まして　一ふてかいて理を便りにつれてきた道である　あと

へ人ニでよたる　是丈の咄し　ほかの咄しにもつたへられん

はんじの咄しにも」（一枚目）

ませる事あれば　ませるにませられん事もある　そこでこくげ

んへといふ順上の咄しの理をつたへてくれへ

しばらくして

さあへゆふくり筆にとれ　さあへ神が天降りの咄しかけ世

界の道つくりたるも　をなじ事　事情の中とて　尋ねたてはん

じさとせん　そこで刻限から聞わけ　古いへ咄し　一寸へ

つたへたる　なんでもかでも　古いものハよふいでならん古い

ものさけにやならん　今筆とりているものも有　又一人ハしい

と聞ている者も　こら古い二代目の親ニり聞わけ　それよりな

るほとといふてとふり　あさやか　神の道からあさやか元へ

めいへよりついた里より　はつちや」わからん　あとへそ

ふたるへ心のりより　むねにはまりたらたつねる　見てもみ

んふりするほと　つらい事ない　口でどんな事云たて見て見ん

ふりするほどつらい者ハない　又ほんになるほどと口で人に万

足さしたて　そふであつたかいなあ　しんの尋やいことはぞへ

言ぞへハしんのま事　ま事ハ是よりない　此咄しつたゑバ　お

さめかた　又咄し方の里にもなる　とふいふ事におさまるも　

おさまらんも　言そへるが里　どふいふ処にいるものも　こふ

いゆふ処にいる者も　かげから言をそゑる道なれど　人により

ておふた時　口でいふていて　あとてふんといふてるよふな事

でハならん　きよふハまあたて　しよらいハ神のおさめる処と

いふ　あすとゆへばあす　今日とゆへばきよふ　今といへば今

といふ　ふかき咄しであるほどにへ　此どふ里聞わけ　三ツ

そろた　是迄三日そろふた事はない　そろても心がそろわねば

そろたとハゆゑん　なにもならん　此理よりたよりない　たよ

りなくばたのしみない　是丈ヶ十分つたへたらどこでもおめも

おそれもする事ない　此どう里の理をよふ聞わけてくれ

（注）正冊と対照するとき、割書の時間が相違している。正冊
では「午前一時」である。


